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▼
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
に
伴
い
、

本
校
で
も
様
々
な
対
策
を

行
っ
て
い
る
。
今
号
で
は
、

感
染
症
予
防
対
策
に
取
り
組

む
委
員
会
を
中
心
に
紹
介
し

た
。
さ
ら
に
、
各
種
大
会
が

中
止
に
な
り
、
代
替
試
合
に

参
加
し
た
部
の
中
か
ら
、

サ
ッ
カ
ー
部
、
軟
式
野
球

部
、
硬
式
野
球
部
の
活
躍
に

つ
い
て
も
取
り
上
げ
た
。
▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流

行
に
よ
り
、
例
年
よ
り
も
各

委
員
会
活
動
の
活
躍
が
多

か
っ
た
。
今
号
で
は
、
保
健

委
員
会
、
図
書
委
員
会
、
さ

ん
さ
実
行
委
員
会
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
。
全
国
的
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威

を
奮
う
中
、
本
校
で
は
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
て
行
っ
て

い
る
。
こ
ま
め
に
消
毒
を
す

る
、
三
密
を
避
け
る
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
予
防

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
特

に
、
人
が
集
ま
る
学
校
は
注

意
が
必
要
だ
。
全
校
生
徒
の

予
防
対
策
を
促
進
す
る
た
め

に
日
々
、
活
動
し
て
く
れ
て

い
る
各
委
員
会
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
た
い
。
▼
感
染
症
対

策
を
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
野

球
、
サ
ッ
カ
ー
の
代
替
試
合

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

に
よ
っ
て
落
ち
込
ん
で
い
た

空
気
を
清
々
し
く
変
え
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
優
勝
、
野
球

部
の
活
躍
は
、
直
接
応
援
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

全
校
生
徒
に
元
気
を
与
え
て

く
れ
た
。
▼
ま
た
、
今
年
度

か
ら
制
服
着
用
の
紺
ソ
ッ
ク

ス
が
導
入
さ
れ
た
。
服
装
規

定
に
つ
い
て
、
改
め
て
見
直

す
機
会
で
は
な
い
か
。
制
服

の
リ
ボ
ン
の
結
び
方
や
ス

カ
ー
ト
丈
、
く
る
ぶ
し
ソ
ッ

ク
ス
な
ど
、
制
服
の
着
こ
な

し
に
つ
い
て
注
意
を
受
け
た

人
も
い
る
だ
ろ
う
。
特
に
三

年
生
は
、
こ
れ
か
ら
進
路
活

動
が
本
格
化
す
る
中
で
、
普

段
か
ら
正
し
い
整
容
で
過
ご

す
こ
と
は
自
分
の
進
路
に

と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
▼

今
号
か
ら
、
学
校
生
活
に
つ

い
て
「
考
え
る
」
新
聞
作
り

を
目
指
す
。
盛
商
生
の
考
え

を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
盛

商
生
ら
し
さ
を
発
信
す
る
新

聞
に
し
て
い
き
た
い
。
全
校

の
皆
さ
ん
に
も
盛
商
新
聞
を

き
っ
か
け
に
、
改
め
て
盛
商

の
今
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

（
三
Ｄ　

荒
川

瞳
愛
）

コ
ラ
ム

士
魂

　

六
月
二
十
四
日
・
二
十
五

日
の
二
日
間
、
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
体
育
祭
が
行
わ
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

熱戦！ 体育祭2020
～総合優勝３年Ａ組～

　

七
月
三
十
一
日
（
金
）
〜

十
月
三
十
一
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
て
い
る
「
第
44
回
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
こ

う
ち
大
会　

Ｗ
Ｅ
Ｂ　

Ｓ
Ｏ

Ｕ
Ｂ
Ｕ
Ｎ
」
に
、
本
校
写
真

部
で
は
二
作
品
、
書
道
部
で

は
一
作
品
を
県
代
表
と
し
て

出
品
し
て
い
る
。
今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

予
防
の
為
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
開
催
と
な
っ
た
。

　

写
真
部
の
三
Ｂ
薄
衣
琴
音

さ
ん
は
、「
他
県
の
人
達
の

様
々
な
作
品
を
見
る
た
め

に
、
高
知
県
に
行
き
た
か
っ

た
が
、
審
査
の
機
会
を
い
た

だ
け
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し

い
。」、
二
Ｂ
の
川
﨑
遥
菜
さ

ん
は
、「
全
国
へ
行
き
、
他

県
の
写
真
部
員
の
方
々
と
交

流
し
、
技
術
等
を
高
め
た

か
っ
た
為
、
残
念
。」
と
思

い
を
述
べ
た
。

　

二
十
一
年
ぶ
り
に
全
国
へ

の
切
符
を
手
に
し
た
書
道
部

の
二
Ｆ
佐
藤
沙
熙
さ
ん
は
、

「
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
為
、

　

七
月
五
日
（
日
）、
二
〇

二
〇
岩
手
県
Ｕ
18
サ
ッ
カ
ー

大
会
の
決
勝
戦
が
、
盛
岡
市

の
い
わ
ぎ
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
で
夏
の
甲
子
園
が
中
止

と
な
り
、
併
せ
て
地
方
大
会

も
な
く
な
っ
た
。そ
ん
な
中
、

岩
手
県
独
自
の
令
和
二
年
夏

季
岩
手
県
高
等
学
校
野
球
大

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
七
月
六
日
（
月
）、
盛

岡
商
業
は
盛
岡
三
高
と
対
戦

し
た
。

　

昨
秋
の
県
大
会
上
位
校
同

士
の
試
合
は
、
初
回
か
ら
点

の
取
り
合
い
と
な
り
、
両
校

譲
ら
ず
七
対
七
で
迎
え
た
八

回
裏
、
盛
商
は
二
点
を
奪
わ

れ
、
最
終
回
の
反
撃
も
届
か

ず
無
念
の
敗
退
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
大
会
に
つ
い
て
、

主
将
の
三
Ａ
川
野
知
樹
さ
ん

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
全
国

高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権

岩
手
大
会
の
代
替
と
し
て
、

東
北
地
区
高
等
学
校
軟
式
野

球
岩
手
大
会
が
、
六
月
二
十

七
日
、
二
十
八
日
、
三
十
日

に
岩
手
県
営
野
球
場
で
行
わ

れ
た
。
準
決
勝
で
は
、
黒
沢

尻
工
業
高
校
を
相
手
に
打
線

三
Ａ

Ａ
組
の
明
る
く
元
気

な
と
こ
ろ
を
黄
色
で

表
現
し
ま
し
た
。
仲

良
し
！
優
勝
！

三
Ｂ

自
分
た
ち
の
若
き
姿

を
思
い
出
せ
る
よ
う

な
体
操
着
Ｔ
シ
ャ
ツ
。

可
愛
さ
・
懐
か
し
さ

を
追
求
し
ま
し
た
。

三
Ｃ

Ｃ
組
の
ク
ー
ル
な
イ

メ
ー
ジ
を
表
し
た
。

紫
が
特
徴
的
。

背番号を
もう一度

写
真
部
・
書
道
部

第
44
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

こ
う
ち
大
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
Ｎ
出
品

〜
書
道
部
は
21
年
ぶ
り
の
全
国
へ
〜

〜
ク
ラ
ス
Ｔ
シ
ャ
ツ
紹
介
〜

た
が
、
体
育
祭
実
行
委
員
に

よ
る
様
々
な
工
夫
の
中
で
、

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、

体
育
祭
実
行
委
員
長
の
小
野

寺
周
生
さ
ん
は
「
応
援
を
同

じ
科
だ
け
に
制
限
し
た
り
、

体
育
館
の
入
口
に
消
毒
液
を

置
い
た
り
、
密
を
避
け
る
た

め
に
特
別
教
室
を
開
放
し
て優勝おめでとう！３年Ａ組

左からＡ組Ｂ組Ｃ組左からＤ組Ｅ組Ｆ組

（左から）3B薄衣琴音さん、2B川﨑遥菜さん、2F佐藤沙熙さん

待
機
場
所
を
確
保
す
る
な
ど

の
工
夫
を
し
て
体
育
祭
を
開

催
し
た
。」
と
い
う
。

　

ま
た
、「
規
模
を
縮
小
し

て
、
競
技
数
も
少
な
く
、
例

年
と
は
違
う
体
育
祭
だ
っ
た

が
、
皆
で
楽
し
め
る
よ
う
な

体
育
祭
を
目
指
し
た
。」「
例

年
の
三
日
間
の
体
育
祭
を
二

日
間
で
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
日
程
の
調
整
に
苦
労
し

た
が
、
他
の
ク
ラ
ス
や
学
年

と
関
わ
り
が
持
て
る
よ
う
に

何
度
も
委
員
会
で
話
し
合
っ

た
。」
と
振
り
返
っ
た
。

　

体
育
祭
実
行
委
員
を
担
当

す
る
諸
橋
遼
亮
先
生
は
、

三
Ｄ

情
熱
の
赤
と
背
文
字

で
皆
の
個
性
が
出
て

い
る
と
思
い
ま
す
！

三
Ｅ

Ｅ
組
の
性
格
の
よ
う

な
白
黒
は
っ
き
り
し

た
デ
ザ
イ
ン
！
蛍
光

ペ
ン
で
書
い
た
よ
う

な
ピ
ン
ク
の
ラ
イ
ン

が
ポ
イ
ン
ト
！

三
Ｆ

白
が
か
っ
こ
い
い
！

金
の
文
字
が
か
っ
こ

い
い
！

　

今
年
度
が
始
ま
っ
て
早

く
も
五
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
が
、
日
々
、
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

様
々
な
行
事
が
中
止
・
検
討

さ
れ
て
い
る
為
、
皆
さ
ん
は

不
安
や
混
乱
の
中
に
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
が
や
る

べ
き
こ
と
を
考
え
、
落
ち
着

い
て
行
動
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

特
に
三
年
生
は
、
自
分
の

進
路
活
動
の
中
で
焦
り
を
抱

い
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
ピ
ン
チ
の

時
ほ
ど
自
分
を
信
じ
、
冷
静

に
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
で
、

現
在
の
状
況
を
把
握
し
て
計

画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
三
年
生
に
は
、
冷
静
に

計
画
性
を
持
っ
て
、
こ
の
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
い
う
逆
境

に
打
ち
勝
っ
て
進
路
実
現
を

達
成
し
て
ほ
し
い
で
す
。

盛
商
生
の
底
力

　
　

生
徒
会
長　

三
Ｅ　

佐　

藤　

亨　

洸

　

ま
た
、
一
・
二
年
生
も

同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思

い
ま
す
。
日
々
、
変
化
の

激
し
い
状
況
で
、
こ
の

先
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何

が
起
こ
る
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今

の
う
ち
に
自
分
の
進
路
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
ほ

し
い
で
す
。
今
こ
そ
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
底
力
を

発
揮
し
て
、
自
分
を
磨
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
試
合
時
間
の
短
縮
が
あ
っ

た
が
、
皆
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
、
準
決
勝
か
ら
三
セ
ッ

ト
マ
ッ
チ
に
す
る
な
ど
の
工

夫
を
行
い
、
運
営
し
て
い
っ

た
。」
と
語
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
で
、
体
育
祭
の
開
催
が

困
難
な
中
、
体
育
祭
実
行
委

員
会
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
の
工
夫
や
協
力
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
体
育
祭
は

思
い
出
に
深
く
残
る
体
育
祭

と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

（
三
Ｄ　

荒
川　

瞳
愛
・

小
澤　

美
空
・

佐
藤　

美
友
）

行
わ
れ
た
。

　

対
戦
相
手
は
盛
岡
誠
桜
高

校
。
前
半
早
く
も
得
点
を
決

め
た
盛
商
チ
ー
ム
は
、
さ
ら

に
後
半
で
二
点
を
獲
得
し
、

相
手
チ
ー
ム
に
完
全
勝
利

し
、
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
で
大
会
を
縮
小

さ
れ
、
県
内
の
み
で
の
開
催

と
な
っ
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の

三
Ａ
村
上
絢
太
さ
ん
は
、「
三

年
生
の
大
半
が
大
学
進
学
の

為
、
ア
ピ
ー
ル
の
場
が
無
く

な
る
こ
と
は
残
念
だ
っ
た

が
、
代
替
大
会
開
催
の
お
か

げ
で
活
躍
の
場
を
作
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
大
会
を
企
画
し
て
下
さ
っ

た
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
し

た
い
。」と
語
っ
た
。
ま
た
、

今
後
の
大
会
へ
の
課
題
を
理

解
し
、
取
れ
る
タ
イ
ト
ル
を

全
て
取
っ
て
い
き
た
い
、
と

意
気
込
み
を
示
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
に
は
、
再
び

全
国
へ
の
道
を
切
り
拓
い
て

今
後
と
も
勝
利
を
勝
ち
取
っ

て
も
ら
い
た
い
。

（
三
Ａ　

岡
田　

す
ず
・

佐
藤　

優
菜
）

例
年
通
り
に
開
催
さ
れ
な
い

こ
と
は
残
念
だ
っ
た
。」
と

悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
が
、

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
い
う
新
し
い
形

で
の
交
流
は
楽
し
み
。」と
、

期
待
も
大
き
い
。

が
爆
発
し
、
快
勝
し
た
。
決

勝
で
は
、
専
大
北
上
に
敗
れ

た
も
の
の
準
優
勝
と
い
う
素

晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
た
。

　

部
長
の
三
Ｅ
古
川
稜
久
さ

ん
は
、「
優
勝
す
る
意
気
込

み
で
挑
み
、
準
優
勝
と
い
う

結
果
は
悔
し
い
が
、
全
員
で

全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
の
中

で
、
開
催
す
る
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
が
、

開
催
し
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ

た
。」
と
語
っ
た
。

　

今
後
も
勢
い
に
乗
っ
て
い

る
軟
式
野
球
部
の
活
躍
を
大

い
に
期
待
し
た
い
。

（
二
Ｅ　

大
山　
　

悠
・

伊
藤　

珀
亜
）

は
、「
県
高
総
体
が
中
止
と

な
り
、
代
替
大
会
が
行
わ
れ

な
い
部
も
あ
る
中
で
、
大
会

を
開
催
し
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
た
い
。
最
後
の
大
会

で
は
、
一
球
一
球
に
集
中
し

て
全
力
で
楽
し
め
た
し
、
今

回
は
練
習
自
粛
等
で
野
球
が

で
き
な
い
時
期
を
経
験
し
て
、

野
球
が
で
き
る
当
た
り
前
の

あ
り
が
た
さ
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。」
と
語
る
。

後
輩
に
対
し
て
は
、「
支
え

て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、
一
球
を
大

切
に
し
て
野
球
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
。」
と
話
し
た
。

　

今
後
の
硬
式
野
球
部
の
活

躍
に
期
待
し
た
い
。

（
三
Ａ
岡
田　

す
ず
・

佐
藤　

優
菜
）

　

こ
れ
ら
の
三
作
品
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
一
般
公

開
さ
れ
て
い
る
。
是
非
、
作

品
を
見
て
ほ
し
い
。

（
二
Ｃ　

柚
木　

彩
未
・

吉
田
妃
羅
々
）

　

三
年
生
の
流
通
ビ
ジ
ネ
ス

科
で
は
、
商
品
開
発
の
授
業

で
企
業
と
共
同
で
岩
手
の
食

材
を
使
っ
た
魅
力
あ
る
パ
ン

を
製
作
し
て
い
る
。
三
Ｂ
千

葉
み
ゆ
さ
ん
に
話
を
聞
く

と
、「
コ
ン
セ
プ
ト
を
大
事

に
し
つ
つ
、
高
校
生
ら
し
さ

を
忘
れ
な
い
こ
と
を
気
を
付

け
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

商 品 開 発
流通ビジネス科

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
企
業

側
と
話
し
合
い
を
す
る
場
面

が
減
っ
た
こ
と
が
大
変
だ
っ

た
。」
と
い
う
こ
と
だ
。

　

商
品
開
発
の
授
業
に
お
け

る
ね
ら
い
に
つ
い
て
担
当
の

福
原
潮
先
生
は
、「
高
校
生

活
で
培
っ
て
き
た
知
識
を
活

か
し
、
地
域
の
特
産
物
に
目

を
向
け
、
開
発
か
ら
流
通
、

販
売
ま
で
の
実
践
的
な
活

動
を
さ
せ
る
こ
と
。」
と

話
す
。
普
段
高
校
生
で

は
、
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
な
い
企
業
の
商
品
開
発

に
携
わ
る
こ
と
で
得
た
貴

重
な
体
験
を
是
非
と
も
将

来
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。

（
三
Ｂ　

音
川　

梨
乃
・

外
久
保
菜
々
美
）

特集1
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硬
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球
部

二
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二
〇
岩
手
県

Ｕ
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優
勝
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盛
商
生
に
対
す
る
評
価
を

語
っ
て
下
さ
っ
た
。

　

千
葉
校
長
先
生
の
好
き
な

音
楽
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
音

楽
は
全
般
好
き
だ
が
、
落
ち

着
き
た
い
時
は
ク
ラ
シ
ッ
ク

を
よ
く
聴
く
。」
と
の
こ
と
。

最
近
の
趣
味
は
、
野
菜
を
育

て
る
こ
と
。
ま
た
、
好
き
な

言
葉
は
「
求
め
よ
さ
ら
ば
与

え
ら
れ
ん
」
で
、
自
ら
人
と

関
わ
り
、
お
互
い
に
助
け
合

い
、
人
と
し
て
成
長
す
る
と

い
う
意
味
だ
そ
う
だ
。
千
葉

校
長
先
生
の
も
と
で
盛
商
生

も
野
菜
も
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し

て
い
く
だ
ろ
う
。

　

坂
本
香
織
先
生
は
、
今
年

　

今
年
度
赴
任
さ
れ
た
千
葉

尚
校
長
先
生
と
坂
本
香
織
先

生
を
紹
介
し
た
い
。

　

千
葉
尚
校
長
先
生
に
盛
商

生
の
印
象
を
聞
く
と
、「
盛

商
生
は
、
し
っ
か
り
と
制
服

を
着
て
い
て
さ
す
が
だ
が
、

も
っ
と
一
人
ひ
と
り
が
個
性

を
出
し
て
ほ
し
い
。」
と
、
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❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
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シリーズ

Vol.14

この部が
熱い!!

ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
・

テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
ズ

第9回

事務室
の窓Vol.9

　

五
月
二
十
五
日
（
月
）、

前
期
生
徒
総
会
が
放
送
で
行

　
本
校
で
は
、
六
月
二
十
二

日
か
ら
商
業
で
は
二
週
間
、

保
健
体
育
で
は
三
週
間
の
教

育
実
習
が
行
わ
れ
た
。
商
業

の
照て

る

井い

晃こ
う

貴き

先
生
（
東
洋
大

学
）、
保
健
体
育
の
根ね

子こ

裕ひ
ろ

将の
ぶ

先
生
（
順
天
堂
大
学
）
は

共
に
盛
岡
商
業
高
校
の
卒
業

生
で
あ
り
、
実
習
終
了
直
前

に
後
輩
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
い
た
。

Ｑ
１「
専
攻
は
何
で
す
か
？
」

照
井
（
以
下
〈
照
〉）
東
洋

大
学
二
部
で
経
営
学
部
・

経
営
学
科
を
専
攻
し
て
い

ま
す
。

根
子
（
以
下
〈
根
〉）
順
天

堂
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
科
を
専

攻
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
「
高
校
時
代
は
ど
ん
な

生
徒
で
し
た
か
？
」

〈
照
〉
生
徒
会
に
所
属
し
て

い
て
、
生
徒
会
室
で
話
し

合
っ
た
り
、
ワ
イ
ワ
イ
騒

い
だ
り
し
て
楽
し
か
っ
た

で
す
ね
。
勉
強
は
得
意
な

方
で
し
た
。

　

今
、
全
世
界
を
混
乱
さ
せ

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
。
保
健
委
員
会
で
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
か
。
保
健
委
員
長
の
三

Ｃ
井
上
亮
太
委
員
長
に
話
を

聞
い
た
。

　

活
動
内
容
に
つ
い
て
井
上

委
員
長
は
、「
保
健
委
員
会

で
は
、
四
月
八
日
か
ら
全
校

の
体
温
チ
ェ
ッ
ク
の
記
録
に

取
り
組
み
始
め
た
。
毎
週
の

校
内
の
手
洗
い
石
鹸
や
消
毒

液
の
点
検
・
補
充
、
昼
休
み

に
は
放
送
で
マ
ス
ク
の
着
用

や
密
を
避
け
る
等
の
予
防
へ

の
呼
び
か
け
も
行
っ
て
い

る
。」
と
話
す
。
昼
休
み
の

放
送
の
原
稿
も
保
健
委
員
で

話
し
合
い
、
考
え
て
い
る
そ

う
だ
。

　

井
上
委
員
長
は
、「
全
校

の
皆
さ
ん
に
は
、
昼
食
時
間

は
自
分
の
席
で
前
を
向
い
て

食
事
を
摂
る
こ
と
、
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
や
机
の
消
毒

等
、
一
人
ひ
と
り
が
感
染
対

坂本香織先生

千葉尚校長先生

　

今
回
の
「
事
務
室
の
窓
」

で
は
、
佐
々
木
健
一
事
務
長

と
三
田
祐
子
さ
ん
の
二
人
に

話
を
伺
っ
た
。

　

こ
の
春
、
本
校
に
赴
任
さ

れ
た
佐
々
木
事
務
長
の
趣
味

教
育
実
習
生
、

後
輩
に
語
る

は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
、
特
に

サ
ッ
カ
ー
を
観
る
こ
と
が
好

き
と
の
こ
と
。
三
田
さ
ん
の

趣
味
は
旅
行
を
す
る
こ
と
だ

と
い
う
。

お
二
人
に
盛
商
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
う
と
、

佐
々
木
事
務
長
は
、「
将
来

の
自
己
実
現
の
た
め
、
高
校

生
活
が
充
実
し
た
も
の
に
な

る
よ
う
文
武
ど
ち
ら
も
頑

張
っ
て
下
さ
い
。」、
三
田
さ

ん
は
「
毎
回
、
様
々
な
こ
と

が
多
く
あ
っ
て
楽
し
い
。
今

年
一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。」
と
の
激
励
を

い
た
だ
い
た
。

（
二
Ｂ　

青
刈　

正
人
・

曽
根
田
和
史
）

佐々木健一事務長

三田祐子さん

今、できることを
～委員会の奮闘～特集2

生
徒
会
の
挑
戦

〜
放
送
に
よ
る
生
徒
総
会
〜

度
新
採
用
で
本
校
に
赴
任
し

た
商
業
の
先
生
だ
。「
日
々

成
長
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
る
そ
う
で
、
そ
の
た
め
に

も
生
徒
に
先
生
に
つ
い
て

思
っ
て
い
る
こ
と
を
積
極
的

に
言
っ
て
き
て
ほ
し
い
と

語
っ
た
。
好
き
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
米
津
玄
師
で
、
趣
味

は
映
画
鑑
賞
だ
と
い
う
こ
と

だ
。
私
た
ち
も
先
生
た
ち
と

た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

（
二
Ａ　

昆　
　

和
輝
・

渡
辺　

陸
斗
）

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。
校
内
点
検
を
す
る

と
、
石
鹸
の
使
用
量
が
少
な

い
時
も
あ
る
為
、
石
鹸
を

使
っ
て
し
っ
か
り
手
洗
い
を

し
て
ほ
し
い
。」
と
、
保
健

委
員
会
の
願
い
を
語
っ
た
。

（
一
Ａ　

石
川　

史
奈
・

松
尾　

一
美
）

　

今
年
で
八
回
目
の
出
場
に

な
る
予
定
だ
っ
た
「
盛
岡
さ

ん
さ
踊
り
」。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で

パ
レ
ー
ド
の
中
止
が
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今
後

も
さ
ん
さ
踊
り
を
伝
え
て
い

く
為
、
盛
商
さ
ん
さ
実
行
委

員
会
は
練
習
を
重
ね
て
い
る
。

　

一
年
生
の
「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
」
で
は
、
一
年
生

全
員
が
さ
ん
さ
踊
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
の
活
動
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
の
も
、

盛
商
さ
ん
さ
実
行
委
員
会

だ
。
委
員
長
の
三
Ｂ
横
田
向

日
葵
さ
ん
は
、「
今
年
は
パ

レ
ー
ド
に
出
場
す
る
こ
と
は

図書委員会「図書購入会」

（左から）照井晃貴先生、根子裕将先生

盛商さんさ実行委員「肴町パレード」

「1年生総合的な探究の時間」での練習風景

保健委員会「日々の点検」

⑵　令和２年９月25日 （全高新連加盟紙）盛 商 新 聞 （163号）

で
き
な
い
が
、
さ
ん
さ
踊
り

を
披
露
す
る
場
が
あ
る
と
信

じ
、
見
て
下
さ
る
方
々
に
楽

し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い

で
活
動
し
て
い
る
。」
と
い

う
。
委
員
会
担
当
の
椛
沢
和

歌
先
生
は
、「
今
年
の
一
年

生
は
、
行
動
が
テ
キ
パ
キ
し

て
い
て
振
付
の
覚
え
も
早

か
っ
た
。
パ
レ
ー
ド
に
出
場

で
き
な
い
の
は
残
念
だ
が
、

来
年
は
是
非
、
有
志
と
し
て

さ
ん
さ
踊
り
に
参
加
し
て
ほ

し
い
。」
と
話
し
た
。
今
後

も
、
盛
商
さ
ん
さ
実
行
委
員

会
を
中
心
に
伝
統
を
受
け
継

が
れ
て
い
く
は
ず
だ
。

（
一
Ｃ　

田
貝　

夏
澄
・

髙
橋　

美
姫
）

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
様
々
な

活
動
が
中
止
・
縮
小
さ
れ
る

中
で
、
図
書
委
員
会
で
は
外

出
を
控
え
、
自
宅
で
の
読
書

活
動
を
推
進
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

　

図
書
委
員
長
の
三
Ｄ
佐
々

〈
根
〉
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属

し
て
い
て
、
と
に
か
く
一

日
中
ず
っ
と
サ
ッ
カ
ー
の

こ
と
し
か
考
え
て
い
な

い
、
そ
ん
な
生
徒
で
し

た
。
勉
強
は
得
意
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）

Ｑ
３
「
何
故
、
教
員
に
な

ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す

か
？
」

〈
照
〉
高
校
時
代
に
所
属
し

て
い
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

の
顧
問
の
先
生
が
生
徒
思

い
で
、
こ
ん
な
先
生
に
な

り
た
い
と
思
い
、
目
指
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〈
根
〉
二
年
く
ら
い
前
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子
ど
も

達
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
て

い
ま
す
。教
員
に
な
っ
て
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
子
ど

も
達
と
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
で
す
。

Ｑ
４
「
大
学
生
活
は
楽
し
い

で
す
か
？
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
努
力
が
必
要
で
す

か
？
」

〈
照
〉
楽
し
い
で
す
。
努
力

を
し
て
い
る
こ
と
は
、
学

習
と
、
生
活
費
を
自
分
で

出
し
て
い
る
の
で
、
お
金

を
貯
め
る
こ
と
で
す
。

〈
根
〉
自
由
が
き
い
て
、
や

り
た
い
こ
と
を
や
れ
る
の

で
、
大
学
は
楽
し
い
で

す
。
努
力
は
…
…
特
に
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
人
が

色
々
な
環
境
を
自
分
に
与

え
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
人
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
５
「
盛
商
の
こ
こ
が
変

わ
っ
た
と
思
う
こ
と
は
何

で
す
か
？
」

〈
根
〉
自
分
た
ち
の
頃
よ
り

男
女
の
仲
が
良
い
で
す
。

体
育
祭
で
男
女
が
お
互
い

の
各
競
技
を
応
援
し
て
い

る
の
を
見
て
思
い
ま
し

た
。
あ
と
自
動
販
売
機
の

飲
み
物
の
種
類
が
変
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

〈
照
〉
廊
下
を
歩
い
て
い
て

挨
拶
が
少
な
い
か
な
？
と

い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

〈
根
〉
同
感
で
す
ね
〜
。

わ
ざ
と
一
年
生
、
二
年

生
、
三
年
生
の
廊
下
を
歩

き
回
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
挨
拶
さ
れ
な
か
っ
た

（
泣
）
も
っ
と
、
積
極
的

に
挨
拶
を
し
て
ほ
し
い
で

す
！

Ｑ
6
「
最
後
に
盛
商
生
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し

ま
す
。」

〈
照
〉
検
定
は
取
っ
て
お
い

た
方
が
い
い
で
す
。あ
と
、

高
校
生
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
を
す
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
恋
愛
と

か
（
笑
）
充
実
し
た
高
校

生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。

〈
根
〉
友
達
や
先
生
な
ど
、

よ
く
人
を
観
察
す
る
こ
と

で
す
。
人
を
観
察
し
て
い

る
と
様
々
な
情
報
が
入
っ

て
き
て
、
こ
の
先
の
自
分

に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
楽
し
い
高
校
生
活

を
！

（
三
Ｃ　

細
野　
　

鈴
・

三
澤　

優
渚
）

生徒指導部長　折舘辰弥先生

　

今
年
度
か
ら
、
学
校
指

定
の
紺
靴
下
の
導
入
、

今
年
度
の
入
学
生
か
ら

ジ
ャ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
変

更
、
女
子
の
制
服
の
校
章

が
刺
繍
に
変
更
さ
れ
る
な

ど
、
服
装
に
大
き
な
変
化

が
生
ま
れ
た
。
新
し
い
も

の
に
心
躍
ら
せ
る
生
徒
も

多
い
だ
ろ
う
が
、
こ
の
機

会
に
改
め
て
「
端
正
・
清

潔
」
な
服
装
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
欲
し
い
。

　

そ
こ
で
、
今
回
、
生
徒
指

導
部
長
の
折
舘
辰
弥
先
生
に

お
話
を
伺
っ
た
。

　

ま
ず
、
紺
靴
下
が
導
入
さ

れ
た
理
由
に
つ
い
て
。
き
っ

か
け
は
去
年
の
生
徒
総
会
で

の
生
徒
か
ら
の
要
望
だ
っ
た

そ
う
だ
。
そ
こ
か
ら
検
討
を

重
ね
、
将
来
、
生
徒
た
ち
が

企
業
で
働
く
こ
と
を
想
定
し

て
導
入
し
た
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
女
子
の
制
服
の
刺

繍
に
つ
い
て
は
、
校
章
を
失

く
す
生
徒
が
多
い
と
い
う
理

由
だ
っ
た
。
こ
れ
に
は
身
に

覚
え
が
あ
る
生
徒
も
多
い
だ

ろ
う
。
物
の
自
己
管
理
に
つ

い
て
は
盛
商
生
の
課
題
か
も

し
れ
な
い
。

　

今
回
、
最
も
大
き
く
変
更

さ
れ
た
学
校
指
定
ジ
ャ
ー
ジ

の
デ
ザ
イ
ン
は
、
コ
ス
ト
の

削
減
や
部
活
動
や
校
外
の
活

動
で
も
着
ら
れ
る
よ
う
に
と

い
う
目
的
の
ほ
か
に
、
背
中

の
文
字
に
反
射
材
を
利
用

し
、
生
徒
の
安
全
を
確
保
す

る
と
い
う
理
由
も
含
ま
れ
て

い
る
。
ど
の
変
更
も
、
私
た

ち
生
徒
の
暮
ら
し
や
す
さ
を

考
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
盛
商
生
の
服
装
に

つ
い
て
聞
く
と
、「
比
較
的

落
ち
着
い
て
い
る
が
、
リ
ボ

ン
の
形
や
大
き
さ
、
赤
リ
ッ

プ
は
少
し
気
に
な
っ
て
い

る
。」
と
の
ご
意
見
を
頂
い

た
。
ま
た
、
折
舘
先
生
の

「
規
則
を
緩
め
る
こ
と
は
、

生
徒
の
将
来
の
た
め
に
は
な

ら
な
い
。」
と
い
う
言
葉
が

と
て
も
印
象
に
残
っ
た
。

　

最
後
に
盛
商
生
に
望
む
こ

整
容
を
考
え
る

と
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
校

則
や
整
容
指
導
は
何
の
た

め
に
あ
る
の
か
を
も
う
一

度
考
え
て
欲
し
い
。」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

　

盛
商
の
規
則
が
厳
し
い

と
思
っ
て
い
る
生
徒
は
少

な
か
ら
ず
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
自
分
た
ち
が
、

ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い

る
か
を
意
識
し
、
将
来
を

見
据
え
た
整
容
を
心
が
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
積
み
重
ね
が
盛

商
ブ
ラ
ン
ド
を
、
そ
し
て

未
来
の
私
た
ち
を
形
作
っ

て
い
く
も
の
だ
か
ら
だ
。

（
三
Ｅ　

面
来　

穂
伽
・

吉
田　

海
優
）

木
敦
雅
委
員
長
は
「
図
書
委

員
会
で
は
、
図
書
委
員
の
お

す
す
め
図
書
の
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
、
教
室
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
に
掲
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
六
月
に
は
全
校

生
徒
を
対
象
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
主

催
す
る
『
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
・

パ
ソ
コ
ン
を
消
し
て
読
書
す

る
共
同
行
動
』
を
行
っ
た
。」

と
話
す
。

　

図
書
委
員
会
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策

と
し
て
も
、
図
書
室
で
本
を

読
む
生
徒
に
対
し
て
一
席
分

を
空
け
て
座
る
よ
う
に
呼
び

か
け
て
い
る
そ
う
だ
。
佐
々

木
委
員
長
は
、「
外
出
を
自
粛

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ゆ
っ

く
り
本
を
読
む
時
間
を
増
や

し
て
ほ
し
い
。」
と
、
全
校
生

徒
に
向
け
て
思
い
を
語
っ
た
。

（
一
Ｂ　

旭
田　

臣
成
・

池
田
悠
海
斗
）

弓
道
部弓

道
部
は
現

在
、
男
子
十
五
名
、
女
子

三
十
五
名
の
計
五
十
名

で
、
県
大
会
優
勝
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
標
に

活
動
し
て
い
る
。

　

六
月
に
行
わ
れ
た
代
替

大
会
で
は
、
部
員
が
一
丸

と
な
っ
て
奮
闘
し
、
男
子

は
団
体
ベ
ス
ト
八
、
女
子

は
ベ
ス
ト
十
六
と
、
男
女

吹
奏
楽
部

今
回
、
私
た
ち

は
、
最
も
熱
い
部
、
吹
奏

楽
部
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
た
。吹
奏
楽
部
は
現
在
、

一
年
生
十
二
名
、
二
年
生

九
名
、
三
年
生
十
二
名
の

計
三
十
三
名
で
活
動
し
て

い
る
。
地
区
・
県
大
会
金

賞
を
目
標
に
技
術
の
向
上

を
目
指
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

と
も
に
好
成
績
を
残
し
た
。

　

ま
た
、
弓
道
部
で
は
、
段

位
の
取
得
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
二
段
の
取
得
を
果
た

し
た
キ
ャ
プ
テ
ン
の
三
Ｆ

佐
々
木
蓮
斗
さ
ん
は
、「
試

合
と
は
違
い
、
審
査
で
は
、

弓
を
引
く
際
の
美
し
さ
や
礼

儀
、
た
た
ず
ま
い
を
意
識
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。」
と

意
気
込
み
を
語
る
。
審
査
で

は
、
作
法
に
よ
る
実
技
、
弓

道
に
関
す
る
深
い
知

識
や
弓
道
を
始
め
た

経
緯
を
書
く
筆
記
と

二
種
類
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
る
と
い
う
。

　

部
長
の
三
Ｄ
渡
邊

龍
哉
さ
ん
は
、「
後

輩
た
ち
は
、
進
ん
で

自
主
練
を
す
る
者
も

い
る
。
自
分
た
ち
が

成
し
遂
げ
ら
れ
な

か
っ
た
目
標
を
力
を

合
わ
せ
て
達
成
し
て

ほ
し
い
。」
と
後
輩
へ
の
思

い
を
語
っ
た
。

　

弓
道
部
の
こ
れ
か
ら
に
、

響
で
地
区
・
県
大
会
が
中
止

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
目
標

を
失
っ
た
中
、
部
長
の
三
Ｄ

高
橋
葵
さ
ん
は
、「
部
員
が

居
心
地
よ
く
部
活
動
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
最
善
の
解
決

策
を
考
え
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。」
と
日
頃
の
部

活
動
の
意
識
を
語
る
。

　

今
年
の
定
期
演
奏
会
は
、

五
十
回
目
と
節
目
で
あ
り
、

例
年
以
上
に
充
実
し
た
パ

是
非
、注
目
し
て
ほ
し
い
。

（
三
Ｆ　

佐
藤　

貢
介
・

山
崎　

春
輝
）

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
客
様
に

届
け
た
い
と
意
気
込
ん
で
い

た
。
来
場
す
る
お
客
様
の
心

に
響
き
渡
り
、
会
場
全
体
が

一
体
と
な
り
、
来
て
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
演
奏
を
期
待
し
て
い

る
。
吹
奏
楽
部
の
更
な
る

活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思

う
。

（
二
Ｄ　

田
村
阿
久
亜
・

佐
藤　

拓
海
）

保
健
委
員
会

図
書
委
員
会

盛
商
さ
ん
さ
実
行
委
員
会

わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
予
防
の
為
、
密
を

避
け
て
の
生
徒
総
会
の
企
画

運
営
に
挑
戦
し
た
生
徒
会
執

行
部
。
生
徒
会
長
の
三
Ｅ
佐

藤
亨
洸
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　

苦
労
し
た
点
に
つ
い
て
佐

藤
さ
ん
は
、「
い
つ
も
全
校

生
徒
が
体
育
館
に
集
ま
り
、

議
案
書
審
議
に
よ
る
執
行
部

や
各
委
員
会
に
対
す
る
質
疑

応
答
は
直
接
行
わ
れ
る
。
今

回
、
放
送
の
場
合
、
質
問
の

受
け
答
え
を
対
面
し
て
行
え

な
い
為
、
答
え
方
が
難
し

か
っ
た
。」と
言
う
。
良
か
っ

た
点
に
つ
い
て
、「
直
接
、

質
疑
応
答
が
で
き
な
い
分
、

各
ク
ラ
ス
で
事
前
に
行
う
議

案
書
審
議
を
丁
寧
に
行
い
、

質
問
を
出
し
切
っ
た
と
思

う
。」
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、「
放
送
に
よ
る
質

疑
応
答
の
部
分
は
、
よ
り
よ

い
方
法
を
試
行
錯
誤
し
て
い

き
た
い
。
生
徒
会
は
、
全
校

生
徒
の
安
全
や
学
校
生
活
の

充
実
を
心
が
け
て
活
動
し
て

い
く
。」
と
、
今
後
の
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

（
二
Ｆ　

赤
川
涼
真
・

佐
藤
壮
河
）

今年度リニューアルされた学校指定ジャージ




